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一 般 相 談
□ 区役所1階区民相談室
相談日は、土・日曜日・祝日を
除く毎日。午前9時～午後4時

□ 西新井区民ホール
相談日は、火眼日を除く毎日。
午前10時～午後4時

第
十
二
回
足
立
区
政
に

関
す
る
世
論
調
査

施
策
の
要
望
第
一
位
は
｢
老
人
福
祉
｣

社
会
、
経
済
情
外
の
霞

勳
に
と
も
な
っ
て
、
区
民
の

皆
さ
ん
の
意
識

も
刈

々
と
変
化
、
醜
勳
し
て

い
ま
す
。
区
政
は
最

も
身
近
な
行
政
と
し

て

、
X

民
生
哂
と
密

接
な
闢

係
に
あ
り
ま
す
。
そ

れ
だ
け
に
、
区
政

を

す
す
め
て
い
く
に
あ

た
っ
て

は
、
皆
さ
ん
の
章
向

や
要

皇
を
で
き
る
限

り
反

映
さ
せ
て
い
く
必
娶

が
あ
り
ま
す
。
区
で
は

、
広
聴
活
勳
の

。輿

と
し
て
。
毎
年
「
世

鑰
輿
重
」
み
‘実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
十
二
回

目

を
数
え
、定
住
性

、情
報
公

闘
制
度
、
高
齡
化
問
題

な
ど
十
項
曰
に

わ

た

。
て
羂
重
し
ま
し
た

。躙
重
結
杲
は
、今
後
の

梅
策
の

基
礎
賢
料
と
し

て
卮

用
し
て
い
き
ま

す
。
以
下

、贋
重
紿
果
の
一
郎

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

調
査
方
法
区
内
在
庄
の
繝
二

I
ト
歳
以
L
(
卜
織
未
幽
の
男
　

女
二
F
人
を
プ
ロ
'
ク
別
に
　

無
作
為
抽
出
し
、
専
門
跼
査

員
に
よ
る
佃
別
面
接
飼
査

皿
齎
期
閾

昭
和
五
卜
八
年
六

月
八
卜
～
十
四
日

圃
収
率
(
二
・
〇
%

区
政
へ
の
要
望

l
区
で
最
匆
力
を
入
れ
て
敵
し
い

旆
策
は
何
で
す
か
。
(
複
数
圃
番
)
　

第
一
位
が
「
老
人
褊
態
二
七
・

三
%
、
第
二
位
が
「
下
水
選
整
備
」

二
二
・
匕
%
で
。
昨
年
と
嚠
位
が
入

れ
艚
り
ま
し
た
。
以
下
「
保
螻
医
療

の
充
爽
」
「
防
災
対
策
」
「
胄
少
年

の
蝗
全
青
成
」
と
纃
い
て
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
を
反
映
し
て
か
「
老
人

鳰
祉
」
の
上
昇
ぶ
り
が
目
立
ち
ま
す
。

ま
た
、
「
防
災
対
策
」
は
通
去
五
年
閭

で
最
も
高
い
数
字
を
示
し
ま
し
た
。

一
ち
、
y
水
遭
整
偉
」
は
依
然
と

し
て
高
い
比
率
を
示
し
て

い
ま
す
。

(
図
L

参
羆
)

定
住
性

|
足
立
区
に
怯
ん
で
何
年
に
な
リ

ま
す
か
。

五
年
未
膺
の
短
期
居
住
者
か
一

四
・
(
%

ご
T

年
以
上
の
長
期
居

庄
者
は
四
(

・

四
%

で
し
た
。

-
足
戉
区
に
今
畿
も
恍
み
続
け
た

い
と
恵
い
掌
T
か
。

「
引
き
続
き
僅
む
つ
も
り
」
六
七
・

五
%
と
『
搴
情
さ
え
許
せ
ば
住
み
た

い
』
七
%
と
を
合
わ
せ
た
定
住
意
向

者
は
、
七
四
・

五
%

と
な
り
、
昨
年

と
ほ

ぱ
同

じ
傾
向
で
し
た
。

居
庄
年
数

と
定
住
本
向
の
闢
係

を

見
る
と
、
居

住
年
奴
か
良
く
な
る

に

つ
れ
て
定

住
意
向
者
は
増
大
す
る
傾

向
か
み
ら

れ
、
恃
に
二
十
年
以
上

も

区
内
に
住
ん
で
い
る
艮
朗
居
住
者
で

は
(
剛
強
の
人
か
今
倹
も
区
内
に
住

み
た
い
と
い
う
意
向
夕
-
示
し
て
い
ま

す
。
(

圜

‘
f‘蓼
羆
)

情
報
公
開
制
度

卜

あ

な
t
は

一
情
報
公
開

」
と
い

う
言
S

を
知
っ
て
い
ま
し
た
か

。

内
容
も
知
っ
て
い
る
人
は
匸
・

・
。
%
、
靂
葉
だ
け
知
っ
て
い
る
人
は

一
匕
・
九
%
で
、
「
情
報
公
鬨
」
と
い
う

片
輿
の
周
知
度
は
。
一
う
%
で
し
侃
　

性
別
で
は
男
性
四
一
%
に
対
し
て

女
性
二
〇
%
、
内
容
も
知
っ
て
い
る

人
の
比
平
は
男
畦
二
〇
%
、
女
畦
五

%
で

。
い
ず
れ
も
男
性

が
女

性
を
廴

回
り
ま
し
た
。

上

情
幟
公
闢
覯
度
」と
は

。
圜
や

自
冶

体
が
持
っ
f
る
い
情
報
の

う
ち
、

皿

人
の

プ
ラ
イ
パ
シ

ー
に
闘

す
る

も

の

な
ど
I

部
睿
啄

き
、
蹶
則
と
し
て

す
ぺ
て

の
彎
報
を
住
民
の

求
め
に

応

じ
て

公
闘
す
る
制
度
の
こ
と
で

す
。

足
立
区
で

こ
の
制
麦
を
興

旄
す
る

こ

と
に
W

醺
で

す
か
、
昃
対
で

す
か

。

賛
成
は
五
六
・

九
%
と

半
数
を
上

回
『
た
の
に
対
し
て

、
反
対

は
六
・

五
刄
と
少
数
で
し
た
。
ま
た
、
「
ど
ら

ら
と
も
い
え
な
い
」
と
答
え
た
人
か

三
六
・
六
%
い
ま
し
气

次
に
、
賛
或
、
反
対
そ
れ
ぞ
れ
の

理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
賛
成
派
で

は
『
住
民
の
知
る
権
利
か
保
陣
さ
れ

る
』
を
あ
け
た
人
か
約
五
割
と
多

く
、
反
対
派
で
は
『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

か
侵
さ
れ
る
お
そ
れ
か
あ
る
』
と
番

え
た
人
が
七
割
近
く
そ
>
占
め
ま
し

气
(
図
‘
t
譱
羆
)

高
齢
化
問
題

い
卜
に
あ
な
t
は
塲
徽
の
!
』
し
方
に

つ

い
て
冫
δ

よ

う
に

芻
番

え

で

す

か
。大

半
の
人
が
老
後
の
通
ご
し
方
に

つ
い
て
何
ら
か
の
考
え
方
を
持
っ
て

匐
り
、
な
か
で
も
「
趣
昧
み
-
-
持
ち
の

ん
ぴ
り
事
ら
し
た
い
」
か
最
も
多
く
、

四
六
・
五
%
と
半
歓
近
く
を
占
め
ま

し
た
。
一
方
。
ぞ
き
る
だ
け
勤
き

続
け
た
い
」
と
簽
え
た
人
も
二
八
・

五
%
あ
り
ま
し
た
。

卜
L
讎
分
の
老
畿
耻
I
え
↑
`
S
、
一

番

不
安
に
感
じ
る
こ

と
は

何

で

す

か
。「

と
く
に
不
安
は
な
い
」
と
答
え

た
人
を
除
い
た
杓
(
割
の
人
が
、
自

分
の
老
後
に
何
ら
か
の
不
安
を
惑
じ

て
い
ま
し
气
内
容
と
し
て
は
、
「
か

ら
だ
の
こ
と
」
が
五
一
・
六
%
と
最

も
多
く
、
つ

い
で
「
生
陋
W

の
こ
と
」

と
答
え
た

人
か
一
五
%

で
し
た
。

(
図
t
参
羆
)

高齡化社会を反映して「老人襠祉」が区政への萎望1 位(今年行われた老人運勤会から)

図1 区政への要望
図2 居住年数別の定住憲向

図3 情報公闘制度

図4 老後の不安

芸
術
の
秋
を
飾
る

足
立
区
文
化
祭

開
催
期
間
・
1
0
月
2
8
日
～
1
1
月
2
7
日

「
文
化
の

日
」
を
中
心
に
、
第

三
十

三
回
足

立
区
文
化
祭
を
、
区

内
各
会
場
で

鬨
催
し
ま
す
。

区
尺
の
皆

さ
ん
の
力
作
、
熱
演

を
ご
S

覧
、
ご
艦
貫
く
だ
さ
い
。

□
総
合
展
覧
会

<
西
新
井
区
民
ホー
ル
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー
>

▽
華
道
、偉
画
贋
}
=
十
月
ニ
ト
ハ
　

日
?
三
卜
日
、午
前
十
時
?
午
　

後
六
畤

▽
手
芸
、写
真
贋
・
=
十
一
月
二
日
　
?

四
日

、
午
前
卜
畤
～
午
後
六
　

畤
▽
洋
画
、彫
瓏
晨
』=
十
一
月
六
卜
　
?

j
曰
、午
前
卜
畤
?
午
後
六
　

畤
(
た
だ
し
、(
日
は
休
館
)

▽
書
遣
、水
石
展
・
=
十
一
月
十
二
　

日
～
十
七
日
、午
前
十
時
～
午
　

後

六
畤
(
た
だ
し

、L
五
日
は
休
　

館
)

▽
日
本
画

、
盆

暈
腰

…
十
一
月
十
　

九
日
～
二
十
四

日
、
午
前
十
畤
　

～
午
後
六

時
(

た
だ
し
、
二
十
　

一
『
日
は
休

館
、
二
十
四
日
は
午
　

後

一
時
ま
で

』

□
芸
能
大
会

<
文
化
会
館
>

▽
民
蹣
(
民
蹣
連
盟
)
・
・
、
ト
ー
月
　

一
こ
B
、午
前
九
時
?
午
擒
五
時

▽
・
民
謡
(
民
謡
団
体
連
盟
)
・
・
・
1
-
　

一
月
t
二
日
・
十
Ξ
口
、午
前
　

九
時
～
午
後
(
時

▽
洋
舞
踊
(
坪
舞
踊
研
究
会
)
・
ヽ
ヽ
　

十
一
月
二
十
三
日
、午
前
九
時
　
?

午
後
六

時

▽
邦
豪
舞
鯒
(
邦
豪
舞
踊
連
盟
)
・
・
・
　

軻
一
月
一
T
七
日
、午
前
十
一
　

時
1

午
後

六
吟

<
産
業
振
興
館
>

▽
吟
剣
冊
舞
(
吟
剣
畤
舞
連
盟
)
・
・
・
　

十
一
月
三
囗
。午
前
九
時
～
午
　

後

七
時

▽
民
謡
(
瑞
穗
の
会
)
・
・
・
I
一
月
　

六
日
、午
前
九
時
?
午
後
七
時

▽
社
交
舞
踏
(
社
交
舞
踏
連
盟
)
・
=
　

ト
ー
月
1
-
・
一
。日
、午
後
五
時
～
　

九
時

□
各
種
大
会

▽
将
旗
大
会
(

日
本
将
棋
連
鰆
足
　

立

支
郎
)

▼
嫡
人
の
部

十

一
月
一
日
、午
後
一
畤
～
五
時
　

▼
子
ど
も
の
郎
十
一
月
五
日
、

午
後
一
畤
～
五
畤
▼
一
般
の
　

部
ト
ー
月
六
日
、午
前
卜
畤
　
?

午
擒
九
畤
{
正
和
ク
ラ
プ
}

▽
俳
句
大
会
(
俳
句
連
盟
)

十

一
月
三
曰
、
正
午
～
午
後
五
時

{
青
年
館
}

▽
茶
会
(
華
道
茶
遭
協
会
)
十
　

一
月
三
日
、午
前
十
畤
～
午
優
　

四
時
{
西
新
井
大
師
S
院
}

▽
謡
曲
大
会
(
旆
曲
連
盟
)
十
　

一
月
三
日
、午
前
九
時
～
午
後
　

六
畤
{
青
年
館
}

▽
短
歌
人
会
(
歌
人
ク
ラ
ブ
)
　

十
一
月
六
日
、午
後
一
時
～
{
　

時

《
青
年
館
}

▽
総
合
芸
能
(
と
く
さ
会
)
十
　

一
月
六
日
、正
午
～
午
後
五
時
　

{
そ
ば
久
別
館
}

▽
川
柳
大
会
(
川
柳
会
)
ト
ー
　

月
士
(
日
、午
後
六
時
～
九
時
　

{
中
央
本
町
社
会
教
育
館
}

▽
囲
碁
大
会
(
日
本
棋
院
足
立
支
　

紡
)
十
一
月
二
十
七
日
、午
　

前
九
時
～
午
後
八
時
{

中
央

本
町
社
会
教
青
愍

▽
三
曲
貭
奥
大
会
(
三
曲
協
会
)
　

十
一
月
二
十
七
日
、午
前
十
一
　

時
～
午
後
七
時
{
竹
の
塚
廿
　

会
教
冐
姐
}

□
大
輪
菊
花
大
会
(
い
ず
れ
も
、

十
一
月
上
旬
か
ら
中
旬
)

▽
花
畑
大
鷲
神
社
鷹
内
(
日
本
菊

友
会
大
鷲
神
社
献
菊
会
)

▽
哨
言
妓
公
圜
(
堤
南
聊
友
会
)

▽
鳥
氷
川
神
社
墺
内
(
江
北
匍
花

会
)

▽
常
嘔
庵
鷹
内
(
堤
北
菊
友
会
)

祭
ば
や
し
と

獅
子
舞
の
集
い

古
來
の
伝
絖
と
郷
土
色
を
守

り
、
広
く
区
民
の
懾
さ
ん
に
観
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
秋
に

無
料
公
闘
し
て
い
ま
す
。

曰
跨

卜
月
二
実
一・
日
(
日
)
午

恥
十
・
畤
鬨
貭

場
所

竹
の
塚
社
会
教
青
館

問
合
せ
先

い
ず
れ
も
。
夊
化
係
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豊かな読書で
心 の 栄 養

1
0
月
2
7
日
～
1
1
月
9
日
は

読
書
週
間
で
す

気
軽
に
読
書
を

秋
は
。
曰
ご
ろ
腕
番
と
は

縁
の

う

す
い
人
で

も
何
と
な
く

、「
本
で

も
躋

も
う
か
な
」と
い
う
気
分
に

さ
せ

る
、

不
思

躪
な
季
節
の
よ
う
で
す

。

で

も
、い
ざ
本
を
腕
ひ
と

な
る

と
、

ど
ん
な
本
を
晄
ん
で
い
い
の
か

わ
か

ら

な
い
と
い
う
人
は
、
ぜ
ひ
図
書
館

へ
お

い
で

く
だ
さ
い
。
立
ら
腕
み
歎

迎

、心

ゆ
く
ま
で
本
が
選
ぺ
ま
す

。

食
故
の
秋
に
爾
え
て
。
お
い
し
い

お
料
珊
の
作
り
方
を
、
と
お
考
え
の

人
、
自
然
食
品
か
ら
、
和
洋
中
華
、
食

事
康
法
を
し
て
い
る
人
む
き
ま
で
、

各
覆
そ
ろ
'
て
い
ま
す
。
秋
に
な
る

と
突
然
ス
ポ
ー
ン
に
め
ざ
め
る
人
、

ジ
'
ギ
ン
ケ
。
テ
ミ
ス
か
ら
ジ
ヤ
・
ス

ダ
ン
ス
ま
て
、
ま
ず
本
を
見
る
の
も

豪
し
い
も
の
で
す
。
ま
た
。
秋
は
旅

行
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
t
。
ガ
イ

ド
ブ
'
ク
片
手
に
回
る
の
も
楽
し
い

も
の
で

す
か
。
そ
の
土
地
に
関
す
る

麼
史
・
風
俗
等
を
知
っ
て
い
れ
ば
。

い
っ
そ
う
印
象
暉
い
旅
に
な
る
こ
と

で
し
ょ
'
つ
。

な
ん
の
た
め
に
晄
む
の
か
、
な
ど

と
額
に
皺
を
よ
せ
て
考
え
る
よ
り
、

ま
ず
本
の
ペ
ー
ジ
を
闘
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

本
を
借
り
る
に
は

図
書
館
の
本
は
、
貸
出
券
さ
え
あ

れ
ば
、
自
由
に
借
り
ら
れ
ま
す
。

貸
出
郷
は
住
所
の
確
昭
で
き
る
も

の
(
身
分
証
叫
書
、
保
険
証
。
免
許

証
な
ど
)
を
提
示
し
て
申
し
込
め
は

区
内
在
住
・
在
勳
の
人
な
ら
ど
な
た

に
で
も
発
行
し
ま
す
。
児
貪
は
。甌

明
書
は
い
り
ま
せ
ん
。

本
は
一
人
に
つ
き
Ξ
冊
ま
で
借
り

ら
れ
、
謌
出
朗
鬨
は
二
遍
闃
で
す
。

図
書
姐
で
は
、
十
人
以
上
の
グ
ル

ー
プ
が
そ
ろ
っ
た
ら
五
十
冊
ま
て
一

ヵ
月
閥
賢
出
し
を
す
る
団
体
賢
出
し

も
あ
り
ま
す
。
気
の
合
っ
た
者
同
志

の
読
書
会
も
楽
し
い
も
の
て
す
。
あ

な
た
の
腕
み
た
い
本
か
貸
出
し
申
の

と
き
や
館
に
備
え
て
い
な
い
と
き

は
、
本
の
予
約
一
リ
ク
ェ
ス
ト
を
受

付
け
ま
す
。

中
央
図
書
館

各
種
コ
ー
ナ
ー

巾
央
図
一

鈿

に
は

、
視
聴
寛
教
冐

の
一
環
と
し
て
、
登
鯨
団

体
そ
対

象

に
映
写
機
や
フ
ィ
ル

ム
を
無
料
貸
出

し
す
る
フ
ィ
ル

ム
ラ

イ

ブ
ラ

リ
ー

弋

佃
人
対
象
に
・好

き
な
青
楽
を
自

由
に
艦
貢
で
き
る

レ
コ
ー
ド
ラ

イ
ブ

ラ
リ
ー
が
あ
り
ま

す
。

フ
ィ
ル
ム
ラ
イ

ブ
ラ
リ

ー
で

は
。

臼
然
科
学
や
社
会
科

幸
の

ほ
か
ス
ポ

ー
ツ
、マ
ン
ガ
フ
ィ
ル

ム
ま
て

備
え
、

小
・
申
学
校

ぞ
は

じ
め

。
幼
稚
圜
、

保
冐
圜
の
教
材
や
弯
少

年
団

体
、
尺

関
企
梟
お
よ
ひ
官
公
薯

な
ど
多
方
・面

に
わ
た
り
店
用
さ

れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
中
央
図
書
館

に
は
、
広
く

郷
上
の
賚
料
を
喪
供

、
敍
示

す
る
郷

土
賚
料
室
や
、区
の
刊
行
吻
等
を
そ

ろ
人
た
、
X
行
政
賢
料
コ
ー
ナ
ー
も

設
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
。
こ
の
ほ
か
に
老
人
や
弱
視

者
用
と
し
て
大
活
字
本
の
コ
ー
ナ
ー

も
睨
け
て
あ
り
ま
す
。
艦
し
物
と

し
て
は
、
日
噸
子
ど
も
映
画
会
、
日

曜
昼
の
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
。
子

ど
夂
″
(火
・
金
矚
曰
)
か
あ
り
ま

す
。開

館
時
間
と休

日

各
図
書
館
と
も
、
月
噸
日
(
第
三

凵
瑁
卜
の
翌
日
は
開
齠
)
、
第
三
日

曜
H
、
腕
H
、
図
書
館
整
理
日
(
毎

月
卜
四
日
)
を
'
除
い
て
、
律
日
午
前

九
時
か
ら
開
館
し
、
閉
館
時
闃
は
次

の
と
お
り
で
す
。

し
申
臾
閃
S
鮨
-
』
-
高
校
心
以
上
に
呎
　

り
午
餓
七
時
・
丁
分
(
上
・
H
・
第
　

一
↓
-
月
噸
凵
は
午
後
万
吟
ま
ミ
児
　

嗽
家
は
ぞ
日

む
午
*
・
<
時
ま
で
)

戸
千
住
図
書
館
・
・・
午
後
八
時
(

高
校

十
以
上
に
限
り
、
木
・

金
曜
H

は

午
扱
匕
眄
・一
T

分

ま
で
)

・
そ
の
他
の
皿
は
午
後
M
眄
ま
て
　

く
わ
し
く
は
、
各
図
書
館
へ
。

▽
中
央
M
・

館

【
恟
剛
い
】
L
匸
-

(
円
〇
!
円
六
円
六
)

▽
千
住
図
s
館
(
千
住
觴
田
町
匕
―
　

二
曾
(
(
F
一
九
九
四
)

▽
肖
城
図
魯
館
(
宮
峨
一
I
冫
{
-
　

一
四

せ
九
>

Ξ
-
0

四
六

〇
}

▽
・
斬
田
M

魯
鮹
(

新
田
一
‘・
1
一
四
―

>

を
几

匸

了

一

七
六

七
)

▽

常
東
図
一

卵
(

キ
住
旭
町

九
-
>
一

六

　
(
(

▽
j
(
a
(

一
五
)

▽

中
川

図
書
齠
(

申
川
円

一

円
三
一

四

　
穴
○
八
-

〇
一
二
七
)

{
い
化
畑
図
薺
鉈
(
化
畑
円
一
一
六
-
　

匸
一

　
(

五
〇
―

兄

こ
(
)

▽
竹
の

塚
図
番
館
(

竹
の
齦
一
〒

二

五
1
し

匕

　
(

五

九
-

九
九
六

六
)

▽

や
よ

い
図
書
郎
(
中
央
本
町
三
こ
　

・
h
i・

き
八
五
二
こ

咫

一
2
)

▽
柬
和
図
番
鈿
【
東
和
E
-
】
こ
I
　

九

　
六
二
(
上
(
二
〇
三
)

▽
佐
野
図
薺
館
(
佐
野
ニ
ー
四
三
―

五

　
六
二
(
上
一
Ξ
七
五
)

ひ
図
齊
館
に
匐
い
で
の
際
は
、
徙
歩

か
白
転
車
で
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

読
書
週
間
講
演
会

□
や
よ
い
図
書
館

曰
S
j

月
三
十
日

。
午
後
こ
時
～

四
時

S
師

洶
老
名
呑

葉
子
氏
(

故
林
家

三
平
氏
夫
人

。
・「
こ
と

し
の
牡
丹

は
よ
い
牡
丹
」
の

蓄
名
)

演
■

薯
S

を
爵
る

定
員
(

卜
名
(

先
番
嘔
)

申
込
方
法
S

話
予

杓

申
込
・
問
舍
せ
先
や
よ
い
図
齊
館
　

「五
こ
一
一
四
弖
-
-
-

□
東
和
図
書
館

曰
」卜
一
月
六
日
、午
扱
二
畤
～
　

四
時

臠
師

小
林
カ
ツ
代
氏
(

多
忙
な
・子

育
て
の

な
か
で

工
夫
さ
れ
た
料
理

か
好
評

。N
H
K

科
理
番
軛
等
に

出
皿

。(

働

く
女
性
の

キ

。
チ
ン

う
イ
こ

な
ど
の

蓍
餃
)

演
鐡

私
の
キ
y

チ

ン
ラ

イ
フ

申
込
方
法

当
H

濆
接
会
場
へ

申
込
・
間

舍
せ
先

恥
和
図
番
飢

六
二
(

上
(

二
〇

。二

中央図書館読書週間行事案内

福
祉
事
業
あ
ん
な
い

拡
大
さ
れ
ま
し
た

家
事
援
助
者

派
遣
対
象
世
帯

区
て

は

。
父
子
冢
a

の
お
父
さ
ん

が
病

気
や
ヶ
ガ
の

と
弌

家
亊
の
お

手
伝

い
を
す
る「

求
嘔
讀
助
馮
派
遣

凖
業

を
。火

施
し
て

い
ま
す
か

、
ヤ
月

一

曰
か
ら
は

母
F

家
庭
も
含
め
る
こ

と

に
な
り
ま

し
た

。

対
象
世
帯
M
内
に
居
住
す
る
児
盍
　

育
或
手
肖
の
受
給
賢
格
の
あ
る
皿
　

糢
家
庇
で
次
の
兮
て
の
蒭
肺
ふ
‘
満
　

た
す
皀
併
▼
t
学
り
頁
ド
の
児
　

隶

か
‘養
弯
し
て
い
る
こ
I
・

▼
父

ま

た
は
心

か

。
畤
的
な
傷
病
の
た

め

生
店
機
能
に
支
陣
か
生
じ
た
こ

と

▼
児

章
の
介
攪
か
必
麝
な
蠻

帯
で

あ
る
こ
と

▼
同
一
欧
帯
に

一
(

歳
以

上
の
方
か
い
な
い
こ
と

※
対

傘
皀
帯
と
し
て

の
R

峰
は
必
娶

あ
り
ま
せ

λ

、

援
勍
の
内

毒

身
の
回
り
の
皀
銛

な

と

日
常
1

晒
に
必
嬰
な
川
舟

援
助

期
閠
・

睥
関

一
回
の
派
4

は

右
川
以
内
で

川
べ
畤
閧
(
原
閼

と
し
て
午
的
卜
時
か
ら
午
後
四
時

ま
こ

以・内

申
込
・
間
舍
せ
先

児
隶
褊
衵
係

お
子
さ
ん
を
預
り
ま
す

児
童
緊
急
一

時
保
護
制
度

ほ
吸

か
お
産
を
し
た
り

、
病
久
て

病
院
へ

衍
く
必

娶
か
で

き
た
時
な

。
。

に

、
れ
閧

だ
け
児

瘋
を
一
時
保
寢
j

る
制
度
て

す

。

預
か
る
方
▽
山
本
{
…
岐
(
費
井
三
　

-
。七
卜
(
　
`
ハ
ヘ
ヘ
ー
川
　

七
几
匸
w
池
剛
克
r
廂
伊
　

興
町
五
二
-
穴
二
　
へ
・
与
一
丁
　

六
一
↓
円
七
)
7
1
¥
川
ヨ
り
犬
竹
　

の
苓
一
-
・
几
―
・
　
　
へ
(
　

・
人
上
・
べ
卜
〔・
〕
▽
稲
垣
山
美
　

F
(
所
花
畑
り
九
-
-
・
・
　
(
　

{
h
-
円
七
八
・
>
、
}
v
細
井
(
　

貳
孑
(
峻
瀬
円
卜
阮
-
こ
o
　
　

六
二
〇
・
し

四
-

八
)

▽
戸

田
と

し
ぇ
(

大
谷
田
一
-

四
り
I
　

二
　

六
こ

五
土

气

尸
)

▽
谷
鳥
美
佐
孑
(
興
野
二
A
T
　

一
〇
　
(
九
(
-
二
三
五
三
)
　

▽
藤
旧
ケ
ヱ
7
(
江
北
四
!
円
一
　

二
　
(

九
5
-
O

四
二
凡
)

∇
熊
倉

洋
F
(

保
塚
町
一
―
一
九

八
(

三
F

ご
匕
四
三
)

預
か
る
児
鴦
t
扱
。
・
ケ
ハ
ハ
L
学
　

齡
未
膺
児

タ

ー
。人
ま
て

預
か
る
時
関

午
前
(

時
～
午
憮
五

時
ま
で
の
必

麝
最
少
畤
閧

保
瞳
の
料
僉
・
眄
閧
に
う
き
毋
口
　

円
、
五
時
以
降
は
一
時
間
に
つ
き
　

一
・
汳
円
(
た
だ
し
、
住
民
税
非
課
　

税
附
帯
。
上
活
保
攫
獣
卅
は
免
除
)

破
糢
方
法
あ
ら
か
じ
め
預
か
る
方
　

に
直
接
電
謡
て
連
絡
し
て
く
だ
ざ
　

い
(
哨
け
る
眄
は
、
印
か
λ
と
、
9
　

険
証
を
-
お
将
ら
く
だ
さ
い
)

ふ・
な
a
'
^

住
地
に
等
て
は
、
円
名

う
児

贏
緊

急
一
町
保
贋
M

ふ
‘萼
集
し

て

い
ま

す
。

間
合
せ
先

保
育
課

貸
付
け
ま
す

生
業
資
金

貸
付
対

象
　

一
般
の
金
融
機
関
か
ら
一

融
賢

を
受

け
る
こ
と
か
Ⅲ
難
・で
・
、

こ
の
賢

金
を
借
受
け
る
こ
と

に
よ

り
、
独
立
の
生
計
か
た
て
ら
れ
る
　

方
て
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
　

▼
M
内
に
、
年
n
卜
居
住
し
て
い
　

る
こ
と
▼
貸
付
け
に
k
o
す
　

ぐ
に
嘔
貰
か
始
め
ら
わ
る
こ
と

▼
住
尺
晩
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
　

と
▼
礦
`
'
な
連
帯
保
鉦
ぺ
名
　

を
つ
け
る
こ
と

賃
付
隈
度
額

七
し
乃
円

利
率
年
-
1
・
六
石
%

返
済
万
法
五
卜
川
均
等
償
還
(
六
　

ヵ
月
閧
据
毆
)

申
込
万
法

巾
込
川
峨
々
>心
接
き
リ

ヘ
鍵
出
し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
用
紙
は
各
出
張
所
に
も
あ
り

ま
す
。

申
込
期
隕
t
H

・・
卜

凵

申
込
・
問
舍
せ
先

授
溲
係

家
庭
福
祉
員
募
集

休
弯
・
-
に
欠
け
る
乳
児
し
た
め
、
家

庇
で

似
″
‥し
て
く
だ
さ
る
力
4
・
蕚
集

し
て

い
ま
す
。

賚
格
▼
ニ
ー
f
歳
?
k
l
歳
ま
で
　

の

心
斗
と
・
し
に
健
康

な
カ

▼

保

心

、
教
鰔
、
助
産
瞞
、
保
健

晰
、

ま
た
は
看
謾
絅
の
資
格

か
あ
る
こ

と

▼
現
に
奠
育

し
て

い
る
六
斌

未
崗
の
児
衆
か
い

な
い

こ
と

▼
保
育
専
川
家
と
・
し
て

八
畳

以
土

の
乱
屋
か
、
原
則
と
し
て

一
階
に

あ
る
こ
宀
・

9
か
る
児
宣
・
・
職
t
膺
の
児
啾
ふ
‘
　

一・
叉

ま
で

預
か
る
時
間
午
前
(
時～
午
後
五
　

時
そ
の
他
K
か
ら
保
育
経
賢
、
・
振
興
　

費
ご
行
亊
費
、
鰌
償
賁
任
保
険
科
　

等
4
'
補
助
し
ま
す

問

舍
せ
先

保
肖
謖

足
立
区
心
身
障

害
者
(
児
)
体
育
祭

区
て
は
、
東
亰
西
新
井
ラ
イ
オ
ン

ズ
り
>
'
ス
シ
の
悛
攪
に
よ
り
左
記
の
と

お
り
体
背
帑
う
。
鬨
艦
し
ま
弋
う
凵

忝
加
'
-
J
受
付
け
ま
す
の
て
。
多
数
の

翦
加
4
>
お
待
ら
し
こ

い
ま
t

。

曰
睥

卜
H
T

。「
凵
(
H

弌

午

前
几
時
气
卜
分

場
所

第
四
中
字
校

間
會
せ
先

豚
窗
屬
祉
a

川
画
誨
整

係

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者
決
ま
る

明
る

い
遘
卒
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ

、
‘ク
ー

ル
は
'

の
小
・
中
学

上
か
ら

心
弗
さ
れ
た
一
言

・
1

一

点
の
作
品
の

中
か
ら
、
峨
正

な
審

査
の
結

果
、
小

・
中
乎
生
各
I

点

か
入
遠

と
な
り
、
人
遇
什
品
は
都

の
毒

査
会
へ
出
品
さ
れ
る
こ
と

に

な
り
ま

し
气

な
お

入
遇
名
は

次
の
乃
て
1

{
小

字
校
の

讐

小
泉
・
彰
(
鹿

浜
小
三

年
)

巾
川
真
紀
子
(

弘

遵
篇

小
四
年
)

村
上
美
和
(
弘

遒
第
一
小
h

り
)

千
Ⅲ
裕

久
、

閥
野
さ
ゆ
り
(
東
加
平
小
・
五
年
)

項
出
歐
(
千
寿
男
八
小
六
年
)

収
本
隅
f
(
東
加
平
小
六
年
)

富
彊
由
記
尖
(
東
伊
興
小
六
年
)

鳥
木
侵
、
市
川
淑
子
(
弘
逎
痢
一

少
(
年
)

f
中
学
校
の
廊
}
菊
地
寿
予
(
S

(
中
一
年
)
勝
田
み
つ
子
(
第

卜
四
巾
二
年
)
非
手
口
愽
幸
、

権
川

新
肖

、
膺
水
正
年
、
毒
山
隆
(

東
霞

瀬
申
二
年
)

稲
留
純
冶
、

大

庇
亜

紀
、
加
納
仕
子
、
山
崎
痢

尖
(

哺
川

中
二
年
)

10月1 日

足立区勤労者共済会

発足 しまし た

足
立
区
動
労
者
共
済
会
で
は
現

在
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

と
う
ぞ
ご
入
公
く
だ
さ
い
。

共
済
龠
の
目
的

賚
金
、
規
横
な

ど
の
面
か
ら
自
社
だ

け
で
は
限
界
の
あ
る

中
小
企
業
の
福
利
厚

生
の
充
実
、
向
上
を

図
り
ま
す

共
済
龠
の
ま
な
事
業
　

▽
襭
利
`
f
生
事
業
・
・
・
　

ホ

テ

ル

、

旅
館

、

レ

ン
ヤ

ー

施

政

、

人

問

ド
y

々

な

と
の

割

引

ま

た

は

会

貝

料

金

で

う
利
川
▽
紿
付
事
集
・
・
・
会
員

や
そ
の
家
族
の
刀
の
お
祝
い
、

ご
不
幸
時
に
給
付
▽
貸
付
亊

稟
…
医
療
、川
産
、教
膏
な
ど

臨
時
に
お
金
が
必
要
な
と
き
に

貸
付
け
を
あ
っ
せ
ん

入
会
資
格

▽
区
内
の
中
小
企
業

(従
業
貝
三
百
人
以
下
)
に
働

く
従
業
員
(

六
ヵ
月

以
上
の

パ
ー
ト
の
方

も
可
)

と
亊
業
主
　

▽
区
内

在
住
で

区
外

の

巾
小

企
業
に
勦
く

従
業
員

入
僉

金
・

僉
費

入
会

金

】
人
二
百
円

、
会

賢
一
人
月

額
五
百
円

ぞ
事
棄

主
が
負
担
し
た

入
会
金
・
会
賢

は
横
金

、

ま
た
は
必
要
経
費
と

し
て

処
理
で

き
ま
す

。

申
込
・
間
合
せ
先

勤
労
肴
共
済

会
亊
務
局
{
区

勦
労
褊
祉
係
内
｝

幸
せ
な
門
出
を

区
立
青
年
館
結
婚
式
場

西

噺

井

大

鱆

前

竃
鰾
(
八

九
〇
)
○
○
七
八

災
害
に
備
え
て

特
殊
建
築
物
の
定
期
報
告
を

礁
築
基
準
法
で
は
特
殊
建
築
怐

に
つ
い
て
、S
吻
の
所
有
肴
・
曾

理
者
は
鏤
吻
の
安
全
確
保
を
す
る

う
え
で
重
要
な
点
そ
申
心
に
、
専

鬥
枝
術
者
(
有
賢
格
者
)
に
定
期

的
に
跼
重
・
検
査
さ
せ
、
そ
の
結

果
を
報
告
す
る
よ
う
定
め
て
い
ま

す
。
今
年
は
左
衰
に
該
当
す
る
恃

殊
殲
築
吻
が
対
象
で
す
。

な
お
、
報
告
書
等
は
、
業
務
委

託
を
し
て
い
る

次
の

機
闢
を
経
由

し
て
樊
出
し
て
く

だ
さ
い

。ま
た

、

扁
重
・

検
蓋
を
依
頼

す
る
曄
の

専

門

技
術
者
に
つ
い
て

も

、
次
の

機

開

へ
匐
問
い
合

わ
せ

く
だ
さ
い

。0

討
団
法
人
『
東
亰
鏤

築
防
災
セ

ン
タ
ー
』(瀋
区
赤
坂

一
-

九
-
　

こ
山
畸
ビ
ル
内

　
ゑ
八
四
-
　

コ

七
一
)

く
わ
し
く
は

、建

築
指
導
課
へ

。

r l ・卜I 冫3は, 3隋以1の階でその坿迪に惧する鄒分q闃㎡以i l のものは除く1　
を椥・するものを, Aはその川嶝に鏘すも鱚分の龠幗のaXt をそれぞれ・|, す・　
またA<j 畩鱸乂l j i チ〃口こうしで、叩和571皿に輙や, を行- , たしのにみー,
てl j 、昭骭碯1萼癨を舶匂t する。

追
加
受
付
け
を
し
て
い
ま
す

競
争
入
札
参
加
願
い
(
物
品
)

昭
和
五
十

九
年
度
に

、
区
の
物

品
賈
入

れ
等
の
析
名
麟
争
入
札

に

番
加

を
鴨

望
さ
れ
る
町
は

、
次
に

よ
り
申

鯖
し
て
く
だ
さ
い

。

受
忖

期
隕

十
月
二
十
四
曰
(

曰

矚
口

を
除
く
)

受
付
睥
間
午
加
九
時
一
・
。卜
分
～

午
後
四
時
(
正
午
～
午
後
一
時
　

そ
除
く
)
、土
矚
日
は
午
前
t
　

一
時
ま
で

用
紙

東
亰
都
財
務
局
所
定
用
峨

用
紙
販
売

東
亰
都
弘
済
会
(
都

庁
四
一
り
館
地
ト
ー
階
)

受
忖
・
間
舍
せ
先

契
約
第
二
係

内
職
者
を
お
求
め
の

事
業
主
の
方
へ

内
廠
柵
導
所
で
は
、
内
職
提
供

亊
業
主
お
よ
ぴ
内
職
矜
の
た
め
の

紹
介
あ
っ
せ
ん
業
罌
を
n
つ
て
い

ま
す
。
し
か
し
最
近
は
内
廠
希
望

者
に
対
し
内
戰
か
少
な
く
、
希
望

者
の
賢
望
に
十
分
に
応
じ
ら
れ
な

い
状
噸
で
す
。
簡
単
な
手
仕
事
等

の
内
職
者
を
求
め
て
い
る
事
業
主

の
力
か
ら
の
ご
連
絡
ぞ
お
持
ち
し

て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
内
戰
補
導
所
(

啻
八
(
(
-
匕
二
四
六
)
へ
。
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保健
衛 生

あんない

高
血
圧
・
動
脈
硬
化

予
防
栄
養
講
習
会

曰
時
十
月
二
十
六
日
、
午
倹
一
時
　

三
十
分
!
Ξ
時
卮
F
分

場
所

千
住
保
健
所

内
寥

ス
ラ
イ
ド
、
講
銛

謫
理
哭

貭
、
試
食
と
東
黄
相
餤

瞿
…

無
料

申
込
方
法

当
日
直
堕
届
へ

間
合
せ
光

千
住
保
鶫
所
栄
莫
扮
4
　

担
当

　
八
八
八
一
四
二
七
七

四
十
歳
代
女
性
の
た
め
の

保
健
栄
養
教
室

曰
S
・
崎
所
▼
足
立
保
鶇
所
・
・
・
卜
　

月
二
十
六
n
、
卜
一
月
一
百
・
九
　

日
▼
東
和
保
麹
扣
談
所
・
・
・
十
月
　

二
十
六
日
・
三
十
一
日
、
卜
一
月
　

九
X
'
j
j
f
閨
は
い
ず
れ
も
午
倣
一
　

畤
Ξ
十
分～
一
畤
】
こ
十
分
(
た
だ

し
、
東
和
保
皰
相

談
所
の

十
一
月

九
日
は
、
午
後

一
時
I

二
時
ま
で
)

内
S

▼
う
す
味
と

バ
ラ
ン

ス
食
　

▼
若
さ
を
保
つ
栄

責
学

▼
豪
し

く
休
を
勳
か
そ
う

費
用

無
科
(

貪

血
検

奪
希
望
者
は

二
百
四
十
円
)

申
込
・
間
合
せ
先
足
立
保
傭
所
　

(
　
(
五
五
-
四
‥
五
一
)
、
東
　

和
犀
髄
相
咳
所
(
I
パ
○
一
(
I
四
　

一
七
一
)

妊
婦
健
康
診
査

妊
岨
し
た
方
に
は
、
陬
子
S
S
手

帳
と
一
縉
に
、
無
料
で
縺
康
畛
麦
の

で
き
る
受
診
禀
を
纜
し
て
い
ま
す
。

こ
の
受
診
票
は
、
妊
廠
前
期
・
後
期

の
二
回
分
で
、
都
内
の
ほ
と
ん
ど
の

医
糜
機
闢
で
使
用
で
き
ま
す
。
受
診

の
際
は
念
の
た
め
'
m
康
機
闢
の
窓

卩
で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

な
お
、
母
于
睹
康
手
帳
を
も
ら
う

鳩
合
に
は
。
医
凍
機
闘
の
妊
廠
証
明
S

は
必
薺
あ
り
ま
せ
ん
。
区
扠
所
や

出
張
所
の
窓
口
に
庸
え
て
あ
る
妊
娠

届
出
翳
を
樊
出
す
る
と
、
そ
の
崎
で

交
付
し
ま
す
。
申
睛
に
は
必
ず
印
か

ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

母
子
讎
東
乖
心
・
受
鯵
禀
の
串
髑
先

保
健
予
防
係
、
ま
た
は
住
所
を
讐

轄
す
る
出
張
所

閾
合
せ
先

犀
鍵
予
防
係

幼
児
健
康
教
室

曰
S
十
一
月
-
1
凵
、
午
加
十
吟～
　

十
一
畤
三
十
分

崎
所

東
和
保
健
扣
談
所

内一

ぜ
ん
そ
く
体
操
、
お
‘他

対
S

Ξ
纎
か
ら
六
ま
ま
で
の
珮
邪

を
ひ
き
や
す
い
子

持
冫

ζ
る
も
の

母
T
手
帳
、
夕

オ
ル

定
員

二
十
名

申
込
万
法
I

銛
千
約

申
込
・
問
合
せ
先
東
和
保
健
相
談
　

所
I
(
2
(
I
四
『
七
・

ミ
ル
ク
を

差
し
あ
げ
ま
す

対
ぬ

▼
生
活
保
護
世
帯

▼
住
民

観
非
課
税
世
帯

▼
所
得
税
非
踝

税
世
冊
の
い
ず
れ
か
に
S
す
る
妊

産
婦
お
よ
ひ
乳
児
(
た
だ
し
、
乳

児
に
つ
い
て
は
左
麌
の
と
お
り
体

熏
剩
限
か
あ
り
ま
す
)

文
略
品
篩

▼
粉
ミ
ル
ヶ

こ
カ
月

千
二
百
グ
ラ
ム
ー
缶
)
、
よ
た
は

牛
乳
(
一
日
二
>白
呀

本
)

文
紿
期
間

▼
妊
姉
=・
妊
嫩
五
ヵ
月

目
か
ら
六
ヵ
月
閭

▼
座
娉
・
:出

産
の
翌
月
か
ら
二
ヵ
月
閧

▼
乳

児
…
出
生
後
四
ヵ
月
曰
か
ら
九
ヵ

川
問
(
夊
紿
開
畑
は
申
珊
月
の
翌

川
か
ら
)

抻
参
ず
る
も
の

▼
印
か
ん

▼
母

子
健
康
手
帳

▼
非
縢
税
世
帯
の

場
合
は
課
税
証
明
書
か
廉
泉
徼
収

奈
、
ま
た
は
非
踝
観
の
鉦
明
か
で

き
る
も
の

申
謂
先

各
小
張
萌
、
よ
た
は
保
S
　

予
防
係

聞
舍
せ
先

保
健
予
防
係

十
一
月
の
巡
回

健
康
診
査
日
程

▽

一
日
(

火
)
・・・
申
央
本
町

保
健
相

談
所

▽
四

日
(

金
)
・・・
花
保
小
学
校

▽
七
H
(

月

ご
・・
入
谷
兩
小
乍
校

▽
十

日
(

木
)
・・
、平
野
小
幸
校

V
十

一
冂
(
・
被
)
ヽ
=
竹
の
塚
小
学
咬

▽
十

七
冂
(

木
)
・
=
桑
袋
小
学
校

變
付

醂
間

午
倹
一
畤
四
卜

五
分
～

二

時
四

卜
五
分

罵

百
円

を
検
査
の
結
粱
、
綢
気
の
礙
い
か
鳥

る
万
は
、
後
H
、
稍
幤
映
憂
(
賢
川
・
・
・

五
百
円
)
も
'
U
い
ま
す
。

問
舍
せ
先
保
健
予
防
係
、
足
立
保
　

龝
所
(
　
(
五
五
-
四
一
五
こ
　

千
住
匯
鰉
所
(
`
【
べ
ハ
ヘ
ー
四
二
　

七
七
】

十
一
月
の献

血
予
定

▽
一
冂
(

火
)
・・
・
第
十
三
中

学
校

▽

二
H
(

水
)
・・・
笊
-

中
学
校

v
五
H
(
古
・
・
・
哨―
・
一
中
学
校

フ
(
H
(

火
)
・』・
竹
の
噸
駅
東

冂
・

第
べ
中
学
校

▽
九
日
(

水
)
・・
・
賻
燹

忌

念

病
院

(
鹿
厩
癶
丁

囗
)

▽
t
H
(
木
、
乍
後
の
み
)
・
・
・
兵
和
　

通
口
商
皿
衝
胄
井
、
ン
'
ビ
ン
グ
　

恥
駐
甲
場
(

斉
井

・
丁
目
)

▽
十
ニ
ロ
(

土
)
・
・・
西

析

井

釈

東

口
・
北
千
住
駅
西
口

▽
恚
一
H
(
日
)
…
山
y
神
社
(
保
　

木
閧
円
丁
囗
)

▽
-

七
日
(

木
)
・
・・
興

本
小

学
校

▽
い
八
H
(

金
)
・
・・
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ

堂
梭
瀬
店
・
西
新
井
小

学
佼

▽
二
十
一
口
(
n
)

・
・・
竹
の

塚
駅
・東

目
・
北
干
什
吠
丙
冂

∇
y
・
ヘ
川
介
)
・
・
・
丙
・
新
卵
駅
朿
　

口
Υ
Υ
口
(
水
)
・
・
・
北
千
住
取
西
凵

・
ぶ
畤
関
は
い
ず
れ
も
、午
前
卜
畤
～

午
優
・・
時
・一『
卜
分

。
た
だ
し

硅
食

休

罌
叫
閧
は
除
く

。

間

舍
せ
先

保
鱇
F

防
係

、
鷄
飾
赤
-

字
血
岐
ヤ
レ
々
―
(

　
六
九
已
―
a

匕
一一

。)

出
品
受
付
け
し
ま
す

生
活
用
品
交
換
即
売
会

家
t
t
で
ま
だ
活
用
で
き
る

生
陋

用

品

は
厩
っ
て
い
ま
せ
ん
か

。

次
の
麝
鎖
で

。
受
忖
け

し
ま

す
つ

で

懾
さ
ん
の
出
品

を
お
待

ろ
し
て

い

ま
す

。

曰
時
・
場
所

▼
上

月
十
四

凵
・

十
五
日
・
・・
泗
費

者
セ

ン

タ
ー

▼
十
六
口
・・
‘亀
有

信
用

金
車
竹
の

4
吮
店
(
伊
S
町
見
通
一
五
二
五
)
　

時
閧
は
い
ず
れ
も
、
午
削
十
時
?
　

午
棧
・
↓
時

取
扱
昴
目

主
と
し
で
・
日
常

生
活

必

要
品

一
・新
品
同
様

ご
膺
潔

か
つ
安

全
々
も
の
)

一
'
↑
`
だ
し
、
次
の
も
の
は
峰
ぐ
y

▼
K
薬
品
、
化
粧
品
、
勳
植
物

▼
占
*

古

い
衣

科
、

、イ
Q
　

の
・つ
い
た
衣
糾
)

▼
下

着
類

▼
良
料
品

▼
捫

耗
か
激

し
く
可

活
用
か
Ⅲ
剱

な
も
の

▼

特
に
こ

わ
れ
や
す
い

も
の

▼

高
級
、
高

価
な
も
巾
i

売
希

望
値
段

が
一

り
円
を
杤
え
る

も
の
)

出

昴
価
格

川
柚
の

降
、
希

望
鑪
段

4
陝

め
て

わ
い
て

く
た

さ
い

済
算

▼
H

時
は
、
出
品
の

際
匐
知

ら
せ
し
ま

す

▼
兇
上

金
の

】
割

を
手
軟
糾
と
し
て

い
た

だ
き
、
杜

会
硼
祉
協
樊

尼

寄
付
し

ま
す

即

沈
会
日
聊
・
場
所

▼
十

】
月

十

(

日
・・・
午
前
卜
畤
～

午

後
四

畤

▼
十
九
日
・
・
・
午
前
十
時
?
午
後
二
　

時

場
所
は
産
業
振
興
館

※
足
立
区
測
贊
者
展
生
陋
用
品
交
換

即
売
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
設
世
。

ま
催

足
立
叭

捫
費

者
友
の
会

間
舍
せ
先

哨
費
者

セ
ン
ク
ー

(
七
r
-
匸
・
一
九
一

保
健
所
医
師
募
集

S
種

常
勤
医

師
(

管
理
I

ま
た

は
主
査
)

年
齢

五
十
S

ぐ
ら

い
ま
で

紿
与

足
立
区
紿
与

条
例
に
よ
る

※
な
わ
、
そ
の
他
保

麹
所
'
f
t
よ

ひ
保
麹
相
肢
所
の
事
集
単
位
の
パ

ー
ト
医
師
(
年
齢
を
閥
わ
ず
)
も

剱
集
し
て
い
ま
す
。
助
務
畤
関
は

午
前
九
畤
か
ら
正
午
ま
で
。

く
わ
し
く
は
、
人
事
偶
へ
。

広場
□
足
立
区
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
連
合
会

二
十
五
周
年
記
年
バ
ザ
ー

曰
冊

十
一
月
三
曰
。
午
前
十
時
～

午
後
三
時

場
所
心
身
S
謇
襴
祉
ヤ
ン
タ
ー

軍
売
疉
目
等
各
輿
B
用
鱆
χ
。ア
　

ク
セ
サ
リ
-
、紕
、生
わ
か
め
等

(
椣
康
店
も
あ
り
ま
す
)

餓
擾

東
亰
白
鴫
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
閾
舍
せ
光

寺
垣

　
(
(
(
1
Ξ

九
三
一

□
中
国
帰
国
者
支
援
バ
ザ
ー

曰
跨

十
月
三
十
日
、
正
T

午
後

二
畤

場
所

柬
亰
都
民
齦
行
竹
の
篳
支
店

駐
車
I

間
會
せ
先

東
鮖
地
区
中
圃
觴
国
者

の
会
事
務
局

　
(
五
Ξ
-
○
五

五
九
(
夜
閨
)

□
手
づ
く
り
ネ
ク
タ
イ
講
習
会

曰
時
・
場
所
十
月
二
十
五
日
か
ら
　

毎
遇
火
一
日
(
計
六
回
)
、午
前
　

十
畤
～
正
午
、場
所
は
青
年
館

費
用
無
料
(
た
だ
し
、材
科
賈
は
　

寞
費
・・・
初
回
千
三
百
円
)

定
員

二
十
名
(
先
魯
嘔
)

申
込
・
間
嗇
せ
先
S

庫

一一
八
八

七
-
一
七
四
四

・
3
B
体
操
サ
ー
ク
ル
会
S
募
集

曰
陦
毎
遍
木
噸
日
、
午
前
十
時
～
　

十
一
畤
三
十
分

墺
所

綸
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

囂
m

入
会
金
、
月
頷
と
も
二
千
五

百
円

申
込
方
法
直
!
〃
堝
へ

聞
舍
せ
先

鈴
木

一一
(
五
二
-
一

六
(
四

奴
矚
閥
舍
せ
先

広
報
廉

(
〒
啣
千
僅

一
一

四
―
一
(
)

カット 寺田智子さん(曰ノ出町)

は
か
り
の
定
期
検
査

営
業
用
(
取
引
・
証
明
)
に
、

は
か
り

を
便
用

し
て

い
る

場

合
、
毎
年
定
期

検
豪
を
受

け
な

け
れ
ば

な
り
ま

せ
ん

。
必
ず
検

査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

曰
賻
・
場
所

▽
卜
月

二
十
七

日
…
千
夸
嫡
四
小

学
校

ワ
ト
月
二
十
(

日
・

三
十
一

曰
・・
・
千
寿
第
三
小

学
校

▽
十
一
月
一
日
・
w
城
小
学
　

岐
▽
十
一
月
二
日
'
・
・
足
立
　

新
田
鳥
岐

▽

十

一

月

四

曰
・・
・
鹿
浜
小

学
校

い
ず
れ

も
、
午
加

九
時
三

十
分
～

午

後
三
畤

※
十
一
月
七
B

以
降
の

日
程
に

つ
い
て
は
、
別

途
あ
だ
ち
広
報

で
匐
知
ら
せ
し

ま
す
。

閥
嗇
せ
先

揩

毒
胄
成
儡
、
ま

た
は
都

計
量

検
定
所

檳
麦
S
　

(
　
四
三
四
一

七
二
五
一
)

相 談

区
民
相
談
室
午
後―
時～
四
時

(
受
付
は
Ξ
畤
ま
で
)

?
法
律
扣
戚
…
…
…
…
…
…
…
毎
週
木
曜
H
　
　
　
　

一
第
・
卜
夲
‥
は
第
・
、
、
水
啄
卜
の
み
'

∇
杖
摶
扣
談
…
…
…
…
…
…
…
毎
週
金
曜
H

▽
行
政
扣
皿
…
…
…
…
…
粧
川
第
一
一
令
曜
日

▽
入
拵
身
の
L
扣
談
…
…
阯
U
第
こ
大
曜
H

区
民
相
談
室
午
前
九
時
～
午
後
四
時

(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

▽
・
般
扣
談
・
・
・
十
I
H
・
祭
日
を
除
く
4
日

∇
結
肝
扣
輿
・
:
私
・
日
・
堅
日
を
除
く
に
…
'
卜

▽
交
通
乍
故
扣
談
…
…
…
川
曜
H
I
金
叫
H

11月の安売りデー

I
N
裝
物
…
…
…
…
…
…
―
一
M
I
六
H
　
　
　
　
　

(
貰
鰍
ハ
ノ
ボ
り
の
あ
る
お
店
・

水
産
物
…
…
…
…
…
…
ト
ー
り
卜
-
ベ
H
　
　
　
　
　

7
り
い
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店
)

脈
肉
…
卜
-
り
卜
、H
・
、・
-
八
日
　
　
　
　
　

六赤
い
ノ
ポ
り
の
あ
る
お
叭

、

散歩みち
( 諏 訪 木
公園付近

)

あ
な
た
の
町
の
見
輿
れ
た
凰
景

も
取
の
蓆
ま
り
と
と

も
に

色
彩
り

を
変
え
て
は
い
ま
せ
人
叭

身
近

な
・
区
内
の

公
圜
の
紅
集
も
み

す
て

た

も
の
て

は
あ
り
ま
せ
λ

。

こ
こ

、諏
訪
木
呶
公
圜
で
は

、F

川
に
入
る
と
『
ヶ
ヤ
キ
』
か
色
つ

き
始
め
ま
す

、
そ
れ
に
負
け

じ
と

約
こ
百

株
の
「
ニ
シ
キ
・
キ
」
も
真
紅

に
色
を
染
め

、
ま
る
で
花

が
咲

き

片
っ
て

い
る
よ
う
に
兄
え
ま

す

。

さ
て

、
こ
の
公
間
ま
で

き
た
ら

ぜ
ひ

、
続
い
て
い
る
他
の
公
圜
へ

も
ど
う
ぞ

。
延
畏
約
一
・
一
ニ
キ

ロ

の

樹
々
の
中
を
歩
く
と

、
き
っ
と

足

立
の
公
圜
の
良

さ
を
再
発
見

す

る

こ
と
で

し
ょ
う

。

(
西
斬
井
駅
か
ら

、
流
通

セ
ン

タ
ー
行
パ
ス
で
、
西
新
井
洌
防
署

前
下

車
)

国 民 年 金

!

雷

拏

金
に
加

入
し
ま
し
ょ
う

硯

在
、
わ
が
国
に
は
国
民
年
血

や
厚

心
年
金
な
と
、
八
矚
顛
の
公

的
年

兪
制
度
か
あ
り
、
す
ぺ
て
の

凶
民

が
い
ず
れ
か
の
制
哽
か
ら
保

陣
を
。受

け
る
し
く
み
に
な
っ
て
い

よ

す
。

厚

生
f

金
や
銕
済
組
合
な
ど
廠

場
刀

年
忿
に
加
人
し
て
い
な
い
万

は

、
必
ず
国
尺
年
金
に
加
入
し

な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
气

廾

ラ
リ

ー
マ
ン
の
臭
さ
ん
や
昼
間
高

の
大

幸
生
な
と
は
希
望
に
よ
り
加

入

す
る
こ
と
が
『・
4

ま
す
。

国

尺
年
令
に
加
人
し
た
万
は
、

加
入

巾
。
病
気
や
ケ
ガ
な
弍

、障

害
昔
に
な
っ
た
と
き
に
は
「
障
害

年
金
弌

ご
主
人
が
な
く
な
ら
れ
、

母
F
家
庭
に
な
っ
た
と
き
に
は

母
7
年
忿

な
ど
か
受
け
ら
わ

ま
1
。

く
わ
し
く
は
。
適
用
係
へ
。

□
お
忘
れ
な
く
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
　

昭
和
土
卜
八
年
f
e
'

国
民
り
金
保
険
町
第

こ
期
分
(
昭
和
斤
軻

(
年
!
月
～
ト
ニ

月
)
の
納
期
限
は
、

卜
月
二
十
・
日
7

す
。
(

毎
川

納
付
の

方
は

、
各
川

の
末
日
ま
こ

去
气
附
和
五
十
六
年
度
第
二

期
分
(
昭
和
五
-
1
六
年
七
川
～
九

月
)

は

十
月
三
十
一
日
を
過
き
る

と
畤

効
と
な
り
納
め
る
こ
と
か
で

き
々

く
な
り
ま
す
。

ま

だ
納
付
番
か
届
い
て
い

な
い

万

、
紛
叉
さ
れ
た
万
は
、
>こ

連
絡

く
だ
さ
い
、

く

わ
し
く

は
、
陟
認
係
へ

。

□
国
民
年
金
相
談

叭
・
げ
n
公

保
険
嚊
罌
襾
の
専
門

官

に
よ
ろ
、
国
尺
年
金
に
関

す
る

疑
川

や
制
度
に
っ
い
て
の
相
談
や
。

行
い

ま
す

お

気
軽
に
お
い
て
く
た
さ
い
。

曰
睥

卜
>
M

一
『
n
(

水
)

、
午

前
―
畤
～
午
後
、一
畤
こ
十
分

場
所
K

役
・
所
一
・
階
ホ
ー
ル

間
合
せ
先

適
用
係

住
居
表
示
板
を
取
り
替
え
ま
す

扇
・
西

新
井

地

区

六
月
初
旬
か
ら
行
っ
て
い
た
扇

丁
目
～
>
し
丁
目
、
西
新
井
一
丁

日
?
七
丁
目
地
区
内
の
、
庄
所
の

見
ぬ
し
躙
稾
が
終
わ
り
ま
し
た
。

今
怏
、
こ
り
れ
た
も
の
や
、
古

く
な
っ
た
住
居
表
示
板
の
、
斉
心

り
粹
え
を
祐
い
ま

す
の
兄

ご

協

力
ふ
一
お

願
い
し
ま
す

な
お
、
取
讐
咋
業
は
、
K
で
委

託
し
t
集
者
(
住
居
衷
・
小
係
の
腕

政
う
'
吋
け
て
い
ま
1
か
行
い
ま

取
讐
期
閠
t
『
冂
?
↑
。
・
川

問
合
せ
先

佯
居

表
示

係

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

現
在
、
区
内
各
所
て
下
水
退
エ

事
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

か
、
こ
の
た
ひ
、
次
の
地
喊
が
エ

事
終
了
に
と
も
な
い
、
水
洗
化
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
陶
城

に
お
住
ま
い
の
方
に
は
、
三
年
以

内
に
水
洗
化
の
エ
搴
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
洗
化
可
龍
堵
域
▽
全
城
川
能
　

衒
に
・
・
・
鬨
原
T
N
E
?

四
番
、
関
原
一
丁
凵
二
罵
、
お
　

k
7
∵
y
・
・
椿
T
一
鮖
　

司
能
心
K
・
-
関
原
丿
凵
一
・
!
　

粍
番

お
よ
ひ

一
た
～
一
匕
番
、

関
原
-
-
-
丁
月
一
番

供
用
開

始

九
月
・・
百

間
舍
せ
先

下

水
退
M

小
怜
夊
叫

1

八

剔
・
―
ト
ベ

匸
)

―

た
は
K

役
叫
卜
水
透
挫
i
(
　

八
九
-

二

六
)

湯
河
原
・
伊
豆
高
原
｢
あ
だ
ち
荘
｣

一
月
利
用
は
、
友
表
の

と
お
り

で
す
。

な
お
、
縟
阿
原
に
つ
い
て
は
年

末
年
始
(
t
月
一
・
T
匸
曰
～
翌

年
一
月
円
囗
)
も
行
い
ま
す

た

だ
し
、
こ
の
期
間
巾
は
。
十
五
名

以
よ
の
剛
休
は
變
付
け
ま
せ
ん
の

て
ご
注
意
く
だ
。さ
い
。
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男
の
料
理
教
室

受
講
生
募
集

食
改
の
秋
に
、
あ
な
た
の
ご
こ
I

を
食
奉
に
遍
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

曰
蒔

大

月
(
H
・
九
口
・
F
五

日
・
十
六
日
、
い
ず
れ
も
、
午
後

六
畤
Ξ
卜
分
～
八
時
三
十
分

場
所

青
年
館

内
毒
ひ
と
エ
夫
し
た
酒
の
肴
や
予
　

軽
7
-
S
ば
れ
る
科
理
な
ど
>

対
象
区
内
在
住
・
在
勦
の
男
僅

囂
m
鱇
料
(
材
科
費
は
自
已
負
担

定
員
三
t
名
(
抽
週
)

申
込
方
法
庄
復
(
ガ
キ
に
、
「
男
の
　

料
理
教
憲

と
記
入
し
、庄
所
、氏

名
、
生
年
月
口
、
電
M
毒
号
を
明

配
(
返
礁
用
冫

キ
に
も
仕
所
。

氏
名
を
明
紀
)
し
小
し
込
ん
で
く

だ
。さ
い

申
込
期
限

卜
月
ご
t
九
口
(
l
n
　

消
印
有
効
)

申
込
・
閲
合
せ
先
文
化
係
(
苧
Ⅲ
　

千
僅
丁
四
'
・
(
)

妬嫐崘吻 齟逾向い

婦
人
問
題
講
演
会

自
由

畤
閭
の

増
大
、
価
娠
鶴
の
多

様
化

、外

学
、挾
府
の
進
歩
と
情
報
化

の

進
農

な
ど
、
女
性
を
取
り
ま

く
社

会
の
息

澂
加

速
的
な
変
化
は
、
女
性

に
斬
し

い
生
ぎ
方
の

劃
造
を
求
め
、

ま
た
、
そ
れ
が
現
代
の
女
性

】人
ひ

と
り
の
縢
矚
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
近
年
。女
性

の
幸
習
意
歌
は
非
爾
に
高
ま
り
、
生

浬
に
わ
た
っ
て
学
習
し
て
い
こ
う
と

す
る
女
性
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
今
後
の
学
習
盾
勦
に
と

ぅ
て
大
変
参
考
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、祷
さ
人
お
誘
い
介
わ
せ

の
う
え
ご
來
場
く
だ
さ
い
・

曰
賻
1
月
二
十
九
日
(
土
)
午
悗
　

二
時
!
四
畤

場
所

竹
の
塚
杜
会
教
育
館
人
ホ
ー

ル
内
甞

女
性
と
乍
雇
幸
習

爾
師

貞
閑
晴
氏

問
舍
せ
先

娟
ベ
対
策
扣
‘
。

将
棋
大
会

曰
蹲

卜
・
川
上
二
日
(
H
)
乍
前

九
時
～
午
後
四
畤
E
卜
分

場
所

動
労
鳰
祉
会
館

対
象

一
般
勤
力
者

資
格
八
級
以
上
の
実
力
あ
る
方
か
　

ら
有
段
胃
考
・
-
』

定
員

匕
t
名
兄
讐
頓
)

罵

罵
軻

対
戦
万
澂
t
て
佃
人
戦
、実
刀
に
　

応
じ
、A
・
B
の
ニ
ク
ラ
ス
に
分
　

け
、各
自
四
回
嗽
対
戦
万
式

衷
彰
各
ク
弓
ス
一
位
～
四
位
ま
で
　

賞
品
(
黔
加
青
に
齡
加
賞
)

申
込
万
法

直
接
窓
口
ま
た
は
電
銛

申
込
期
隕

卜
月
こ
十
七
卩
(
当
日

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
)

申
込
・
間
舍
せ
先

勤
力
鳰
紕
会
館

(
四
0
-
二
>瓦
二
五

青
年
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

□
サ
ー
ク
ル
大
学
政
治
学
部

。政
竝

を
よ
り
身
近
な

も
の

に

す
る

た
め
に
い
『
し
ょ
に
荷
え
て
み

ま
せ

ん
か
。

曰
蹲

と

月
六
口
(

冂
)

午

後

、

時
～

円
時

対
象

一
毅

区
民

定
員

円
籵
名
(

先
着
噸
)

内
甞

青
年

と
政
治

講
師

寺
沢

和
F

氏
(

練
鴫
只
教
考

委
饑
畏
)

罵

無

料

申
込
万
渣
a
接
窓
冂
!
た
は
竃
銛

□
青
年
文
化
教
室
(
料
理
科
)

曰
跡
卜
。
月
十
日
～
翌
年
一
一
・
月
(
　

曰
の
毎
週
木
曙
曰
(
年
末
、
年
始
　

を
除
く
)
、
午
後
六
時
『
十
分
～
　

(
時
>
一
。
卜
分
(
全
卜
£
同
)

対
象
M

内
心

住
・

在
勤
の
・
>了

歳

以
F

の
弯

年
男

夊

定
員
四
t
名
(
抽
選
)

藁

無
糾

申
込
万
法
往
復
(
ガ
キ
に
、
「
青
年
　

文
化
數
室
(

料
理
科
)

一
と
>記
入

し
、
庄
所

、
氏
气

年
齢
、畦
別

、

茸
銛
番
兮
、
勤
罌
先
を
'
明
配
の
う
　

え
巾
し
込
ん
て

く
だ
さ
い

申
込
期
陂

卜
月
二
十

匕
日

司
H
　

泗
印
有
効
)

毎
所
・
申
込
・
間
舍
せ
先

青
年
館

(
苧
川
西
新
井
一
一

四
―

七
　

　
八
九
〇
-
(
ご

六
一
)

工
業
用
ミ
シ
ン

技
能
講
習
会

曰
蹲
上
月
匕
日
～
こ
P
(
冂
　

午
前
寸
畤
～
午
後

。
畤

壜
所

内
輯
補
導
所

定
員

十
六
名
(

先
奮
順
)

I
m

無
り

受
付

曰

卜
月
・『
―
・

川
、
午
前
九

時
か
ら

申
込
方
法
住
哂
礦
認
の
て
き
る
も
　

の
(
健
康
保
険
艇
等
)
夕
'
本
人
が
　

僻
寥
し
て
く
だ

さ
い

申
込
・

間
舍
せ
先

内
戳

補
導
哂

(
(
へ
'
ぢ
・
・
四
六

施
設
見
学
会
参
加
者
募
集

M
内
施
設
に
よ
り
一
・
糢
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、
マ
イ
ク
ロ
パ
ス
に

よ
る
区
内
め
ぐ
り
を
'
飃
施
し
ま
す
。

今
回
は
、
口

常
の
S

ら
・
し
に
欠
く
こ

と
の
で
き

な
い
ゴ
瓦
処
理
施
股
等
を

見
学
し
て
い

た
だ
く
予
定
で

气

曰
蹲
t
月
t
£
H
(
火
)
・
　

士
(
口
(
水
)
・
十
八
口
(
金
)
、

い
ず
れ
も
、
午
町
九
畤
一
・
了
　

分
～
午
優
四

時

参
加
責
格
櫚
P
(
斌
以
t
の
　

健
康

な
区
民

定
員

入
口

と
も
一
一
F
四
名

兄
学
肓
設

東
和
セ
ン
タ
ー
、

滋
水
ブ
ー
ル
、
老
人
余
郎
、

脾
掃
工
場
、教
脅
ヤ
ン
ク
ー

申
込
万
法
I
9
広
報
腴
ヘ

申
込
期
閠

卜
川

二
t

凵
～
二

十
二
n
(

、む

一
H
は
正
午

ま
で
)

参
加
費

無
科
(
昼
良
は
こ
ち
ら
で

用
意
し
ま
す
)

ぶ
当
選
者
の
み
に
(
ガ
キ
で
4
知
し

ま
す
。

申
込
・
閥
嗇
せ
先

広
報
踝

スポーツセンターフェスティバル 開催日時… 11月23
日( 勤労 感 謝 の 日)

注
意
事
項

い一冫 弌f l ﾊﾟj L出崎壽l j すI l xﾝ 子-一冫1ﾝ 力痢j でに螻塲ﾁJ ? を必ず受l l ,ご
くとさい｡
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g ず記人してぐだきい｡

□
健
康
・
体
力
づ
く
り
相
談

曰
跨

毎
遇
日
囓
川

午
前
軻
時
♂

午
後
。・
畤

内
s
こ
れ
か
ら
遍
勳
を
哨
め
よ
う
　

と
す
る
方
へ
の
運
勳
処
万
、
き
羶

轆
康
扣
践

対
象

一
轂
に
民

茸
用

無
科

※
扣
肢
日
の
一
遍
閭
前
ま
で
に
f
約

し
て
く
だ
*
0い
。

□
健
康
チ
ェ
ッ
ク

曰
賻
▼
毎
酒
H
一
H
午
前
九
畤
　

三
卜
分
～
午
後
三
時
▼
毎
週
水
　

I
曰
午
前
九
畤
一
。了
分
～
午
後
　

匕
畤

内
容
脈
柏
、肺
洒
s
・
血
圧
、尿
　

等
の
測
定
と
簡
哨
な
鑰
康
ア
ド
パ

イ
ス

対
象

一
吸
ほ
民
(
高
校
略
以
上
)

霞
用

無
料

申
込
万
渣

直
接
窓
口
へ

申
込
・
間
舍
せ
先
い
r
れ
も
、総
　

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
、つ
I

　
八
五

九
一
(
ニ
ー
一

家庭に緑を
秋季苗木即売会

緑の相談コーナーも開設
区
で
は

、
各
種
縁
化
推
進
亊
業
の

一

つ

と
し
て

、
今
臥
も
次
の
会
場
で

、
苗

木
即

売
会

を
行
い
ま
す
。

櫨
木
は

、
生
産
地
直
送
の
た
め

、
良

質
で

安
価
で

す
。
ま
た
、
」
芸
用

土
、

肥

科
、
植

木
鉢
な
ど
の
晨
示
、
即

売
も

行

い
ま

す
。
な
お
、
植
木
の
曾
理
の

仕

万

、
病
虫

書
の

防
き
方
な

ど
に
つ

い
て

縁
の

な
ん
で

も
相
岐
コ
ー
ナ
ー
も
闘
投

し
ま

す

。
ご
家
族
お
そ
ろ
・
い
で
お
出
か

け
く
だ
さ
い

。

曰
賻
・
場
所
▽
卜
月
二
十
七
日
・
・
・
し
　

″
う
ぷ
沼
公
I
(
4
中
一
〒
四
1
一
)
　

▽
1
月
一
了
八
卜
・
。永
広
公
」へ
足
　

立
四
―
一
(
-
・
ご
▽
L
月
ご
　

十
九
日
・
・
・
東
椿
公
圜
(
峅
I
T
こ
　

I
九
)
、い
ず
れ
も
畤
間
は
、午
前
　

卜
畤
～
午
後
円
時

夲
・
雨
天

決
・行

閾

舍
せ
先

縁
政
係

掲
示
板

｢
粗
大
ご
み
｣
は

電
話
で
申
し
込
み
を

粗
大
ご
み
は
、各
地
城
毎
に
月

二
回
の
収
集
日
か
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、ご
存
勾
な
い
方
は
、

所
管
の
膺
掃
事
罌
所
に
お
閼
い
台

わ
せ
く
だ
さ
い
。な
お
、収
S
の
巾

し
込
み
{
I
M
}
は
配
車
の
都
含
か

あ
る
の
で

、
か
な
ら
ず
収

集
日
の

一一一
日
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま

す

。

ま
た
、-
>
定
の
範
囲
を
超
え
た

岨
大

ご
み
に
は
手
数
科
か
必
要
と

な
り
ま

す

。

く
わ
し

く
は

、
足
立
柬
(

　
八

八

九
-

○
七
一
一
)

・
足
立
丙
屑

掃

事
鴨
哂
(

　
八
五

。苧

土

一
四

・
)

へ

。
融
資
説
明
会

曰
爵

十
月

二
十
一
日
(

金
)

午

後
一
時
三

十
分

場
所

柬

亰
商
工

会
躪
所
足
立
支

酩
会

皐
寔
・一
、階
(

千
住
仲
町
一

(
-
0
)

内
謇

国

、
都
の

事
梟
費
金

に
つ

い
て

※
な
お
、晩
明
会
終
了
後
、侮
別

に
相
輳

を
匐
受

け
し
ま
す

、

閥
舍
せ
先
東
亰
都
商
工
会
麟
所
　

足
立
支
郎
　
八
(
一
1
九
二
　

○
(里

親
さ
ん
募
集

鄒
で
は

、
親
が
さ
ま
ぎ
ま
な
理

巾
で

肓
て

ら
れ
な
く
な
っ
た
子

ど

も
テ
暖
か

く
む
か
え

、
冐
て
て
く

れ
る

ご
家

庭
を
求
め
て
い
ま
す

。

こ
の
剛
厦
は
「
養
青
家
庭
制
皮

」

と

い
い
。
黄
子

縁
組
兮
日
的
と
し

な
い
で

齊
て

て
い
た
だ
く

も
の
で
1

な
气

子

と
も
を
彎
て
る
た
め

に
必
要
な
経
賢
は
都
で
負
担
し
ま

す
。く

わ
し
く
は
、
希
鱚
の
家
養
冐

家
庇
セ
ン
タ
ー
(
葛
飾
区
柬
四
ノ

木
一
―
匸
〒
一・七

　
六
九
六

上
(
八
五
(
)
へ
。

祝
電
はお

早
め
に

<
電
電
公
社
>

保
留
地
を
売
却
し
ま
す

入
札
曰
S
1
一
月
十
兄
日
(
日
)
　

午
前
十
畤
～
午
後
一
畤

保
伊
地
区
圃

十
区
画

現
地
案
内

ト
ー
月
五
日
(土
)・

六
日
(
日
)
午
加
十
吟
～
午
後

三
時

入
札
崎
所
・
聞
舍
せ
先

江
北
北

部
土
墻
区
S
惓
理
紬
合
搴
務
所

(麑
浜
(
-
二
○一
九

曾
八

九
七
-
二
二
三
一
)

退
職
金
づ
く
り
は

国
の
制
度
で

中
小
企
寨
退
職
金
共
脾
剰
纜
は

遍
職
金
制
度
少
-
自
前
で
も
つ
こ
と

か
困
難
な
巾
小
企

業
に
、
国
の
攅

助
で
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
は
退

廠
し
た
従
粛
眞
へ

邁
S

金
が
支
払

わ
れ
る
よ
う

に
す
る

も
の
で

、
労

便
双
方
か
ら

癬
ば

れ
て

い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
中
小
企

稟
の

方
の
ご

利

用
晋
ぜ
ひ
お

す
す
め
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
中
小
企
業
退
廠

金
共
済
箏
業
団
広
帷
慶
(
　
四
。
'
・

六
I
O
二

五

亅

へ

。

教
養
教
室

□
書
道
教
室

曰
時
毎
週
水
一
日
、
午
後
六
時
　

か
ら

場
所
足
立
区
黔
力
棡
祉
会
館

定
員
二
t
名
(
先
讐
噸
)

霞
用

月
二
千
二
百
五
十
円
、
入

学

金
千
円
(
教
材
費
実
費
負
担
)

凖
込

方
澂

囑
晒
予
約

申
込
・
閔

舍
せ
先

鄒
勦
力
福
祉

協

会

　
尨
(

七
-

五
二
〇
五

予
定
納
税
額
の

減
額
申
請

廃
業
、
休
業
、
業
況
不
娠
な
ど
。

予
定
納
晩
基
準
額
よ
り
少
な
く
な

る
と
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
予
定

納
悦
順
の
臧
I
を
軻
一
月
r
五
H

ま
で

に
申
蹐

す
る
こ
と
か
で
き
ま

す
。く

わ
し
く
は

、
足

立
(

　
(
(
(

七
(

二
四

こ

・

西
釿
并
晩
務

響
(
　
(
四
〇
-

匸

一

こ

へ
。

特
別
区
民
税
・
都
民
税
の

第
三
期
分
の
納
期
は
、
十
月

三
十
一
曰
で
す
。

製
靴
技
能
講
座

底
付
コ
ー
ス

同
和
対
策
事
業

曰
時
十
一
月
十
七
曰
・
P
(
日
・
　

一
「t
一
臼
・
二
十
一
j
・
『一
十
　

四
日
・
一
T
入
日
・
・
冫
(
日
・
　

二
十
九
H
、い
ず
れ
も
、午
後
　

六
畤
～
九

時

応
暃
賢
格

都
内
在

庄
で

経
喰
二

年
以
上
の

方

舊

…

無
料

申
込
期
闕
大
月
七
日
～
(
日
　

午
前
九
時
～
午
後
七
畤

申
込
・
間
舍
せ
先

足
立
職
婁
訓

練
校
台
柬
分
校
(

皮
業
労
働
会

館
内
)

　
八

七
六
-

二
九
六

】

無
料
労
働
・
社
会
保
険

街
頭
無
料
相
談

曰
蹲
十
一
月
一
日
・
二
日
、
午
　

加
F
時
～
午
後
四
畤

魯
所
国
鉄
・
柬
武
亀
戸
駅
前

間
舍
″
'
先
杜
会
保
陝
力
罌
士
会
　

二
五
三
-
八
五
六
一

ご
推
せ
ん

く
だ
さ
い

善
行
青
少
年

皆
さ
ん
の
住
し
地
城
で
良
い
行

い
`
。
し
た
青
少
乍
が
い
ま
し
た
ら

ご
唯
せ
ん
く
だ
さ
い
。

区
て
は
、
K
内
円
一
フ
イ
オ
、
'
ズ

ク
ラ
ブ
の
擾
援
に
よ
り
青
少
年
の

良
い
行
い
少
'
ほ
め
た
た
え
、
青
少

年
か
自
主
性

を
免
瘴

し
良
I

あ
る

社
会
人
と
な
る
よ
・『

、
順
彰
し
E

念
品
を
廟
っ
て

い
ま

す
。

推
せ
ん
対
s
区
内
に
在
住
・
在
　

勤
・
在
幸
の
卜
(

鎭
以

下
の
宵

少
年
と
そ
の
ケ

ル
ー
プ

行
a
I
凖
▼
男
気
や
親
切
を
示
　

し
喝
囲
を
明
る
く
す
る
行
い
　
y

自
立
心

に
富
λ

だ

打

い
　

▼
誠
実
・
責
任
・

男
力
か
認
め

ら
れ
る
行
い

推
t
ん
方
讖
学
校
、戰
禍
、団
　

体
な
ど
か
ら
も
推
せ
ん
が
あ
り
　

ま
す
か
、皆
さ
ん
の
地
城
で
該
　

当
す
る
青
少
年
が
い
ま
し
た
　

ら
、各
W
少
年
対
爾
地
区
委
員
　

会
(
各
山
悵
所
か
嚊
窃
笥
)
を
　

遍
し
て
ご
推
せ
ん
く
だ
I
い

推
せ
ん
期
陂

十
月
一
T
九
日

問
舍
せ
光
W

少
年
対
策
担
当

T. K239, 000


